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岸田文雄フェイスブック

　昭和32年生まれ。早稲田大学法学部卒業後、㈱日本長期信用銀行等を経て、平成５年の衆
議院議員総選挙において初当選。以後８期連続当選中。
　自民党青年局長・商工部会長・経理局長、建設政務次官・文部科学副大臣、衆議院厚生労働
委員長などを歴任後、平成19年の第一次安倍改造内閣において内閣府特命担当大臣（沖縄
担当など）で初入閣。初代消費者行政推進担当大臣として消費者庁新設の土台を作る。
　平成23～24年にかけて野党自民党において国会対策委員長として指揮をとり、与党に対し
て厳しい国会追及を行い、解散に追い込む。
　また24年には保守本流の政策集団である
「宏池会」の会長に就任する。
　平成24年に発足した第二次安倍内閣におい
て外務大臣として入閣。現在の第三次安倍第二
次改造内閣まで一貫して再任され、戦後外務大
臣の在任期間歴代３位、平成の外相としては最
長となっている。

www.facebook.com/kishdafumio
日々の活動写真を中心に更新しています

TRY to THE BEST
希望・勇気・決断、歴史に耐えうる政治を

67
オバマ米国大統領の広島平和記念公園訪問

平成２８年５月２７日
　平成２８年５月２７日、米国のオバマ大統領が広島平和記念公園を訪問し、原爆資料館の視察と慰霊碑での献花を
され、約１７分にも及ぶスピーチをされました。
　また、被爆者の方もその場にご招待し、オバマ大統領と言葉を交わされ、その後原爆ドームを視察され、その際岸田文
雄外務大臣が原爆ドームの説明を直接オバマ大統領に行いました。
　先に行われたＧ７広島外相会合と、今回の現職の米国大統領として初となるオバマ大統領の広島訪問は、原爆死没
者を追悼し、「核兵器のない世界」を目指す国際的機運を再び盛り上げる上で、極めて重要な歴史的機会となったと言え
ます。

○外務大臣に留任する
○国連安保理で議長を務める

○オバマ大統領の広島訪問

国連安全保障理事会で議長として木槌を打つ国連安全保障理事会で議長として木槌を打つ

私たちは、この街の中心に立ち、勇気を奮い起こして爆弾が投下された瞬間を想像します。
私たちは、目の当たりにしたものに混乱した子どもたちの恐怖に思いを馳せようとします。
私たちは、声なき叫び声に耳を傾けます。
私たちは、あの悲惨な戦争が、それ以前に起きた戦争が、それ以後に起きた戦争が進展し
ていく中で殺されたすべての罪なき人々を追悼します。（オバマ大統領演説の抜粋（仮訳））

○ＡＲＦ閣僚会合



　

八
月
三
日
、第
三
次
安
倍
第
二
次
改
造
内
閣

が
発
足
し
、岸
田
文
雄
は
引
き
続
き
外
務
大
臣

に
留
任
し
ま
し
た
。平
成
二
十
四
年
十
二
月
に

発
足
し
た
第
二
次
安
倍
内
閣
か
ら
一
貫
し
て
外

務
大
臣
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

在
任
日
数
は
八
月
二
日
で
１
３
１
６
日
で
戦

後
歴
代
第
四
位
の
在
任
期
間
で
し
た
が
、八
月

二
十
日
に
は
安
倍
晋
太
郎
に
並
び
、い
よ
い
よ
戦

後
外
務
大
臣
歴
代
第
三
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、同
二
位
の
大
平
正
芳
の
在
任
日
数
は

１
４
７
２
日
で
す
の
で
、あ
と
半
年
足
ら
ず
で
到

達
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。さ
ら
に
同
一
位
の
吉

田
茂
は
、総
理
大
臣
と
の
兼
任
兼
任
期
間
が
長

く
、単
独
で
の
外
務
大
臣
と
し
て
は
約
２
５
０

日
程
度
で
す
か
ら
、こ
の
ま
ま
岸
田
文
雄
が
外

務
大
臣
を
続
け
れ
ば
、外
相
単
独
で
の
在
任
期

間
は
一
位
に
な
る
と
言
え
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
五
度
の
組
閣
が
あ
り
ま
し
た
が
、一

貫
し
て
外
務
大
臣
に
任
命
さ
れ
て
き
た
の
は
、岸

田
文
雄
の
着
実
な
仕
事
ぶ
り
と
人
柄
が
内
外
で

高
く
評
価
さ
れ
、そ
し
て
確
実
な
成
果
を
上
げ

て
き
た
か
ら
こ
そ
だ
と
言
え
ま
す
。特
に
昨
年
末

の
日
韓
合
意
、今
年
の
Ｇ
７
広
島
外
相
会
合
と

オ
バ
マ
米
国
大
統
領
の
広
島
訪
問
は
歴
史
に
残

る
、戦
後
日
本
の
外
務
大
臣
の
中
で
も
特
筆
す

べ
き
成
果
だ
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
い
ま
国
際
社
会
を
巡
る
情
勢
は
不
安
定
と

言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

世
界
各
地
で
起
こ
る
テ
ロ
事
件
や
Ｉ
Ｓ
Ｉ

Ｓ
の
問
題
、イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
の
問
題
、

東
ア
ジ
ア
で
の
力
に
よ
る
現
状
変
更
の
問
題
、

そ
し
て
北
朝
鮮
に
よ
る
核
兵
器
の
問
題
な
ど
、

ど
れ
も
日
本
に
と
っ
て
大
変
な
問
題
で
す
。

　
そ
う
し
た
国
際
情
勢
の
中
に
お
い
て
岸
田
文

雄
が
日
本
の
外
務
大
臣
と
し
て
３
年
半
以
上

に
渡
り
一
貫
し
て
外
交
を
担
い
、そ
し
て
ま
た

引
き
続
き
外
務
大
臣
と
し
て
留
任
さ
れ
た
こ

と
は
、内
外
に
日
本
の
政
治
の
安
定
に
示
す
こ

と
に
つ
な
が
り
、そ
れ
は
日
本
の
信
頼
度
を
高

め
る
こ
と
に
直
結
し
ま
す
。

　

す
で
に
岸
田
外
務
大
臣
は
Ｇ
７
の
外
相
の

中
で
最
も
長
い
期
間
外
相
を
務
め
て
い
ま
す

が
、こ
の
留
任
で
ま
す
ま
す
影
響
力
が
増
す
の

は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

　　

今
年
は
日
本
の
外
交
に
と
っ
て
重
要
な
一
年

で
す
。Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
が
日
本
で
開
催
さ
れ
た

こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
思
い
ま
す
が
、他
に

も
今
年
は
六
年
ぶ
り
と
な
る
国
連
安
全
保

障
理
事
会
の
非
常
任
理
事
国（
十
一
回
目
、

国
連
加
盟
国
中
最
多
）と
な
り
、岸
田
外

務
大
臣
も
七
月
の
安
保
理
会
議
で
議
長
を

務
め
ま
し
た
。ま
た
先
日
開
催
さ
れ
日
本

政
府
が
主
導
す
る
ア
フ
リ
カ
開
発
が
テ
ー

マ
の
国
際
会
議「
第
六
回
ア
フ
リ
カ
開
発

会
議（TICAD

 VI

）」は
初
の
ア
フ
リ
カ
開

催
と
な
り
ま
し
た
し
、今
年
の
日
中
韓
サ

ミ
ッ
ト
は
日
本
で
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

日
本
に
と
っ
て
は
重
い
責
任
を
担
う
一

年
と
な
り
ま
す
が
、同
時
に
そ
れ
は
日
本

が
よ
り
国
際
社
会
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
広
く

発
信
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
と
も
言
え
ま
す
。そ

の
中
に
お
い
て
岸
田
文
雄
は
国
際
社
会
に
お
い

て
も
経
験
豊
富
な
外
務
大
臣
と
し
て
、広
く
世

界
で
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　　

引
き
続
き
日
本
外
交
は
様
々
な
課
題
が
山
積

し
て
い
ま
す
が
、「
地
球
儀
を
俯
瞰
す
る
外
交
」

を
さ
ら
に
推
進
し
、外
交
実
施
体
制
を
強
化
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。こ
れ
か
ら
ま
す

ま
す
岸
田
文
雄
外
務
大
臣
の
双
肩
に
か
か
る
期

待
は
大
き
く
な
っ
て
い
く
一
方
で
し
ょ
う
。

（
文
・
翔
編
集
部
）

第
三
次
安
倍
第
二
次
改
造
内
閣
で

引
き
続
き
外
務
大
臣
に
留
任

member of the House of Representatives 

国連安全保障理事会にて議長を務める
　７月２８日、ニューヨークの国連本部で行われた安全保障理事会において、岸田文雄外務大臣は議長を務め
ました。日本の外務大臣が安保理で議長を務めたのは６年ぶりとなります。
　この会議においては「アフリカにおける平和構築」に関する公開討論が行われました。岸田外務大臣は議長と
して議論を主導し、アフリカにおける平和構築について包括的な議論をまとめました。

第２３回ASEAN地域フォーラム（ARF）閣僚会合
　７月２６日、ラオスにおいて、第２３回ASEAN地域フォーラム（ARF）閣僚会合が開催されました。
　この会議においては、南シナ海、北朝鮮などの地域・国際情勢を中心に率直な意見交換が行われ、また日本の
提案（共同提案国：ラオス・ＥＵ・カナダ）によりテロに関する閣僚声明を発出し、ARFとしてテロ行為に対し断固と
した姿勢を示すとともに、過激化対策のため連帯していくことを確認しました。

国連安保理会議 パン・ギムン国連事務総長 大臣主催閣僚級昼食会

ASEAN地域フォーラム閣僚会合

日米濠外相会議 日メコン外相会議

日ASEAN外相会議ガラディナー 日ASEAN外相会議

ASEAN外相会議


